
小学校、中学校の理科
の時間で学んだ内容で
す。

観察、実験を安全に行
うため、注意をすると
ころです。

他教科との関わりのあ
る内容です。

理科の見方や考え方を
示します。

つながる

見方・考え方

思い出そう

注 意注意

＜A社：理科＞

教科等横断的な学習のための教科書の使い方

　中学校学習指導要領（平成 29年告示）には，教育課程の編成にかかわって「教科等横断的な視点に立っ
た資質・能力の育成」の中に以下のような記述があります。

各学校においては，生徒の発達の段階を考慮し，言語能力，情報活用能力（情報モラルを含む。），問題発見・
解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成していくことができるよう，各教科等の特質を生かし，
教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るものとする。

　また，「教育課程の編成における共通的事項」の「指導計画の作成等に当たっての配慮事項」には、以下の
ように示されています。

イ　各教科等及び各学年相互間の関連を図り，系統的，発展的な指導ができるようにすること。

　教育課程編成には教科等横断的な視点が重要であり，学習指導において各教科等及び各学年相互間の関連
を図ることが求められています。
　これらを踏まえ，ここでは教科等横断的な学習のための教科書の使い方について紹介します。

教科等横断的な学習とは・・・

　上記の記述を踏まえ，教科等横断的な学習を「各教科等及び各学年相互間の関連を図り，系統的，発展的
な指導が構想された学習」とします。生徒は教師が意図する・しないにかかわらず，また教育課程内外にか
かわらず，教科等横断的に学んでいることは想像できますが，ここでは，主に教師が教育課程において意図
的に行う教科等横断的な学習を扱うことにします。また，教科内の領域相互間の関連を図った学習も，教科
等横断的な学習に含めることにします。

教科等横断的な視点から教科書を見てみると・・・

　今期学習指導要領の改訂を受け，どの教科書も教科等横断的な視点が含まれた編集になっています。まずは，
教科書に示された教科等横断にかかわる項目やマーク等に注目してみましょう。教科等横断的な学習を進め
るためのヒントが示されています。
　それぞれの教科書には，教科書の使い方に関する記述があります。教科書の始めには「教科書の使い方」
などのページが設けられ，その中には，下の図のように，他教科との関わりや生活や社会での活用例などが
凡例で示されています。教科書の使い始めにマークの意味を知っておくことによって，学習の中で生徒自ら
が活用していくことができます。
　例えば，理科の運動エネルギーの大き
さと速さや質量の関係を調べる学習の
ページには，「つながる」のマークで，「関
数　y＝ ax2」が説明されています。速さ
を2倍にすると運動エネルギーは4倍に，
速さを 3倍にすると運動エネルギーは 9
倍になることを関数で説明しています。
物体に起こる事象を数式に表すことに
よって，事象を科学的に捉える意識が高
まったり，数式の利便性を理解したりす
ることが期待できます。
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＜B社：国語＞

新しい教科書の使い方 －よりよい授業づくりのために－
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　左の図は，国語の教科書（２年）の一部
で，情報の整理について学ぶことができま
す。情報を整理する方法の他にも，図・表・
グラフの活用方法やインタビューの方法，
発信の方法などが記載されています。国語
の学習での活用は当然ですが，理科や社会，
総合的な学習の時間など，幅広く活用でき
ます。「発想を広げる」「分類する」「比較
する」「比較・分析する」などから，目的
に応じた方法を選択して情報を整理するこ
とは、生徒が思考することにつながります。
こういった情報を整理する方法を活用して
思考する学習活動を行うことによって，そ
の良さが分かり，より汎用的に様々な場で
活用可能になります。このように，情報を
整理・分析することによって思考する資質・

能力は，教科等横断的に様々な場で活用することが可能です。そして，他教科等の学習において活用するこ
とによってより汎用的になっていきます。
　いずれにしても，教科等横断的な学習に関わる事項が，教科書にどのように示されているかをあらかじめ
把握しておくことが大切です。

活用方法Ｑ＆Ａ
Ｑ１：教科等横断的な学習で教科書を使う場面としてどのようなものがありますか。
Ａ１：授業の中で使う場面と教師が教科等横断的な学習を構想する場面で使うことが考えられます。授業の場面では，その授
業の学習内容にかかわって，他教科や同一教科内の他領域の教科書の記述内容を活用することができます。授業で学んで
いることをより確かにしたり，発展的に学ばせたいと考えたりした場合に対象の教科書を開いて活用することが考えられま
す。それとは別に教師が年間のカリキュラムを考えたり，授業の前に教科等横断的な学習の可能性について考えたりすると
きにも使います。

Ｑ２：限られた時間の中で他の教科の内容も扱うと , 本来のねらいとする学習内容を扱う時間が足りなくなるの
ではないですか。

Ａ２：指導計画の通りに学習指導をし，それに加えて他の領域や教科の学習内容も含めて学習するとなると，どうしても予定
した時間よりも多くなってしまいます。どの場面で他の領域や教科の学習内容を活用するかについて，年間計画や単元計画
作成の際に見通しをもっておく必要があります。見通しをもつことにより，単元の中で重点化する学習が見えてきます。また，
他の領域や教科で学習したことを活用して学ぶような授業では，他の教科で学習した内容と重なる部分があったりします。
そういうときには，時間を減らすことも考えられます。重点化と指導内容の重なりを意識することで時間の問題に対応でき
るのではないかと考えます。

Ｑ３：生徒が主体的に教科書を活用して教科等横断的な学習を行っていくための方法や留意点がありますか。
Ａ３：授業の中で別の領域や教科を活用して学習した場合などに，教科等横断的な学習のよさを意味付けることが大切だと思
います。「違う教科の学習で学んだことを活用すると考えが深まるね」「教科の中の違う領域の学習と結び付けると多角的に
考えられるね」というように，生徒の自覚化を図ることが次の学習にもつながっていくものと思います。また，生徒は，授
業以外でも教科書をよく見ていて，そこから多様な情報を得ています。そのような姿を生かすとすれば，４月当初に各教科
の教科書の仕組みや使い方を指導しておくことが有効だと考えます。教科書には教科等横断的な視点で学習を進めるため
のヒントが示されていますので，それを生徒が理解しておくことが大切です。教師に指示されなくても，関連する領域や他
の教科の教科書を見て学ぶようになると思います。
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総合的な学習の時間を中心にして教科等横断的な学習に取り組む場合の活用例

A中学校第３学年　カリキュラム表
4 月 5月 6月 7月 9月

国

語

公

民

総
合
的
な
学
習

理

科

道

徳

暮らしと現代社会
・現代社会の課題
・伝統と文化
・これからの社会

運動とエネルギー
・力の合成と分解
・物体と運動
・仕事とエネルギー

省略

生命のつながり
・遺伝の規則性と遺伝子
・生物の種類の多様性と
進化

自然界のつな
・生物のつなが
・自然界を循環
質

日本国憲法
・国民主権
・平和主義

深まる学びへ
・「握手」（小説）
・情報の信頼性
・文章の種類を選ん
で書く

視野を広げて
・「作られた物語を
超えて」（論説）
・説得力のある構成

言葉と
ともに
・俳句の可
能性
・伝わる表現

状況の中で
・「挨拶」（詩）
・聞き上手になる
・推考

２年間の学び
の振り返りと
SDGｓの目標
の再確認(6)

SDGｓで見つめる私たち
の町 (12)
・これまでの学びの中から新
たな課題を設定

・行政、企業、地域のフィー
ルドワーク

・多様な方法による情報収集

私たちが考える
持続可能なまち
くりⅠ (16)
・フィールドワー
で学んだことの
理・分析

・中間発表で情報
流

持続可能なまちづくり  

　中央の表は，総合的な学習の時間を中心にして教科等横断的な学習に取り組もうとしているＡ中学校第３
学年のカリキュラム表です。このカリキュラム表を例に，教科等横断的な学習での教科書の活用例を紹介し
ます。

総合的な学習の時間
「持続可能なまちづくり

～SDGsを手がかりに～」
Ａ中学校は，３年間を通して

SDGsを視点にして総合的な学習
の時間に取り組んでいる。１年生
は，地域の過疎・少子高齢化が課
題となる地域住民やそこで活動す
る「地域おこし協力隊」の人とか
かわってきた。２年生では，市内
の企業とかかわり，職場体験学習
をとおして，企業の役割や SDGs
に関する取組を知り，働く意義を
考えてきた。３年生では，SDGs
を手がかりに持続可能なまちづく
りについて考えていく。SDGsの
視点から自分たちの住んでいるま
ちを見つめ，これまでの学習で得
たことをもとに課題を設定し，探
究を進める。フィールドワークを
通して得た情報を整理・分析して
持続可能なまちづくりの方向や方
法などをまとめ，行政や企業，地
域に向けて提案する。最後には，
３年間の学びを仲間と交流し，こ
れからの生き方について考える。

公民「暮らしと現代社会」の活用①
　１・２年生の学習を踏まえて，「持続可
能なまちづくり」にかかわる課題を設定し，
解決のための情報収集を行います。
　ここでは，現代社会の課題について多
様な視点から考える必要性を教えてくれ
ている公民の学習が活用できます。自分
たちが生活している社会は，グローバル
化する社会，進化する人工知能，少子高
齢化，伝統文化の継承，異文化理解，効
率と公正等，様々な課題を持っているこ
とが分かります。このような多様な視点を
持ちつつ，自分たちの住むまちを見ていく
ことによって，課題も見えやすくなります。

公民「暮らしと民主政治」の活用②
　自分たちが住むまちを少しでも良くしたいと考えた生徒は，自分たちの考えを
まとめると同時に，行動を起こしていきます。
　ここでは，地方議会，地方自治と住民参加の学習を生かすことができます。
地方自治は，地域社会で民主政治を実現する場であり，住民が地域の課題に対
して積極的に行動することがあることを学んだ生徒は，「持続可能なまちづくり」
について学び，考え，市議会などに提案しようとする活動の方向性を持つことが
できます。

①
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10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月

ともに生
きる社会
の実現
「No
Charity,
 but a 
Chance!」

よりよい社
会の実現
「サトシの
一票」 省略

がり
り
する物

化学変化とイオン
・水溶液とイオン
・化学変化と電池
・酸・アルカリとイオン

地球と宇宙
・天体の動き
・宇宙の中の
地球

地球の明るい未来
のために
・自然環境と人間
・科学技術と人間

暮らしと
民主政治
・民主政治
・三権分立
・地方自治

暮らしと経済
・消費生活と経済活動
・生産と労働
・金融の仕組み

安心で豊かな
社会
・社会保障
・日本経済の課題

国際社会と
私たち
・国際社会の平和
・持続可能な社会

自らの考
えを
・「人工知能
との未来」
（論説）

いにしえの心
を受け継ぐ
・和歌の世界

情報を読み取っ
て文章を書こう
・「誰かの代わ
りに」（論説）
・小論文を書く

未来へ向かって
・「温かいスープ」（随筆）
・「わたしを束ねないで」（詩）
・発表会ー3年間のあゆみ

づ

ク
整

交

私たちが考える持続可能なま
ちづくりⅡ (26)
・これまでの学習を基に、持続可
能な未来のまちづくりを考える。

・行政や企業、地域に向けた提案
を市議会、異年齢、異文化の方
に聞いてもらいアドバイスを受
け、考えをまとめる。

持続可能な未来のまちの
ために (10)
・「持続可能なまちづくり」に
ついて自分とのかかわりを
含めてまとめる。

・3年間の学びを交流する。

  ～ SDGｓを手がかりに～ (70)

カリキュラム表　
１年間に学習する各教科等の単元を一覧にしたものです。
教科等横断的な学習を意図して行う単元を線でつなぐなどすることで，教科等横断的な学習を行う助けになると思われます。

道徳「ともに生きる社会の実現」「よりよい社会の実現」の活用③
　行政や企業，地域に向けた提案を考えていくには，まちに住む多様な人々
の実情や思いを知ることが必要になります。また，まちに住む自分たちがそ
の提案にどうかかわっていくかも求められます。
　ここでは，道徳の共生や社会参画につながる学習を生かすことができます。
障がい者の社会参画，社会参画の一つとしての選挙権の行使などは，自分た
ち一人一人が社会を担っていくという自覚をうながすことにつながります。

国語「情報を読み取って文章を書こう
～グラフを基に小論文を書く」の活用

④
　「持続可能なまちづくり」について，自
分たちの考えをまとめ，行政や企業，地
域に向けて提案する活動を行います。
　ここでは，「情報を読み取って文章を
書こう」を活用することができます。国
語の教科書には，「グラフを読み，分析す
る」→「構成や内容を考える」→「小論
文を書く」→「読み直して推考したり助
言したりする」という手順が示され，情
報を客観的に読み取り，論理的に考えて
表現する方法を学びます。国語の学習を
活用することで，説得力のある提案にま
とめることができます。
　また，国語で取り上げるグラフを総合
的な学習の時間にかかわるグラフにする
ことによって，一つの学習活動で両方の
学習ができます。それにより、どちらか
の学習にかける時間を短縮することも可
能になります。

理科「地球の明るい未来のために」の
活用⑤
　「続可能なまちづくり」をSDGsの視点
で考えていく際，陸域生態系の保護，土地
の劣化の阻止・回復，生物多様性の損失
の阻止などが取組として考えられます。
　ここでは，理科の学習で取り上げる，生
物と自然環境の関係や原子力を含めたエ
ネルギー利用の課題などの学習を活用す
ることができます。「持続可能なまちづく
り」を科学的な側面から考えていくことに
つなげることができます。

②

④

③ ⑤
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教科等横断的な学習での活用例

社会科と「特別の教科 道徳」の教科横断

　教科等横断的な学習を考える際に，まず
考えたいのは，「特別の教科　道徳」との関
連です。平成 29 年告示の中学校学習指導
要領解説を見ると，「総則編」と「特別の教
科　道徳編」を除くすべてに，付録として
「『道徳の内容』の学年段階・学校段階の一
覧表」が掲載されています。道徳科との関
連を考慮しながら，道徳の内容項目につい
て，教科の特質に応じて適切に指導するこ
とになっていることからも，まずは道徳と
の関連を考えてみると良いでしょう。
　例えば，社会科の地理の学習と道徳につ
いて考えてみます。地理の学習では，世界
の人々の生活や環境に関する学習がありま
す。学習を通して，世界各地における人々
の生活やその変容を基に，世界の人々の生
活や環境の多様性を理解することが求めら
れますが，その際に，道徳の「国際理解，
国際貢献」の内容項目が大きく関連するこ
とになります。一覧表で中学生の項目を見
ると，「世界の中の日本人としての自覚をも
ち，他国を尊重し，国際的視野に立って，
世界の平和と人類の発展に寄与すること。」との記述があります。
　道徳の教科書には，「国際理解・国際貢献」に関連して，「平和を求める」「互いの文化の違いを認める」「国
際社会の一員として」「国際協力」などを題材にした資料（読み物）が掲載されています。これらを社会科の
学習と関連させながら学習を進めることで，「国際理解・国際貢献」についての心情を深めることができので
はないでしょうか。
　公民の学習では，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び
社会の形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指しています。こうしたことからも，先
の道徳の「国際理解・国際貢献」と関連させて学習することができるでしょう。
　また，公民の学習では，日本国憲法などの法についても学習します。憲法がどのようにして生まれたのか
といった背景や基本的人権について尊重することなども学習していきます。その際に，道徳の内容項目であ
る「遵法精神・公徳性」「公正・公平・社会正義」といった項目との関連が考えられるでしょう。
　日本国憲法では，第 14条において法の下の平等が掲げられていますが，今もなお，人々の間に存在する
偏見や差別はなくならない現状です。社会科で法について学ぶ際に，道徳の教科書等にある偏見や差別を題
材にした資料（読み物）をもとに学習を進めることで，実際に苦しんでいる人々の苦しみや悲しみなどの心
情についても深く学ぶことができるのではないでしょうか。
　他の教科等でも，まずは道徳との関連を考えてみてはいかがでしょう。
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国語科と「総合的な学習の時間」等の教科等・領域横断

２学年の国語科では，インタビュー
の学習や礼状を書く学習，敬語の使い
方の学習などがあります。いずれもコ
ミュニケーションに関わる学習ですの
で，他者の存在があってこそ成り立つ
学習であり，生活に生かしてこそ学習
する意味やよさが感じられます。
　しかしながら，実際の授業では，教
科書をさらっと「読んで分かった」つ
もりにし，試しに練習プリントを出し
て，「問題が解ければ理解できた」とい
うことで済ませてしまうことはないで
しょうか。これでは，「知識・技能」だ
けの学習になってしまい，生徒が実の
場で他者を前にして，どんな言葉を使うか「思考・判断・表現」することはなく，「主体的に学ぶ」とは言い
難い学び方です。かといって，国語科のコミュニケーションに関する学習単元で，実の場や他者を毎回設定
することは，時数的に難しいでしょう。
　そんな時こそ，国語科と総合的な学習の時間等を横断する学習単元をつくる機会ではないでしょうか。２
学年の総合的な学習の時間では，キャリア教育の視点から職業体験活動に取り組んだり，修学旅行を通して
他者と関わる活動を設定したりする学校が多くあることと思います。職業体験で社長さんにインタビューを
する，従業員の方とコミュニケーションを取りながら実際に仕事をする，お世話になった事業所に礼状を書
くなど，一連の体験活動に国語科の学びが一体的に・総合的に，必然性をもって生起します。
　そのためには，教科書通りに進めるのではなく，活動時期に合わせたり，学習内容を組み合わせたりして，
逆に時数を少なくし，効果的な学習を仕組みます。敬語を教室で学ぶだけではなく，現場で敬語を使う場面
に接していくことで，自然と敬語を口にするようになったり，尊敬語と謙譲語を使い分けたりすることがで
きるようになるでしょう。そうやって経験的に学んだ敬語の感覚やコミュニケーション能力は，敬語に関す
る試験問題においても発揮されることと思います。
　また，道徳でも職業体験活動に関する読み物教材が多く取り上げられていますし，実際に職業インタビュー
をして，働くことの意味を考える活動にするような教材もあります。このようにして，道徳や特別活動など
もリンクさせて学習単元を組むこともできます。
　さて，ここまで教科・領域横断で学習するよさや単元のつくり方について説明してきましたが，中学校に
おいてこうした横断的な学習を成立させるためには，国語科の担当教員だけ動いても難しいと思われます。
学年会などで，「主体的・対話的で深い学び」を実現するための対話が必要であり，教員間での信頼，連携，
協力，分担などが必要です。そうやって，まずは教師集団で主体的・対話的に学び合い，協働して学習を自
分たちでつくり上げていくことが大切だと考えます。生徒は，そうした教師たちと一緒に学ぶことで，「主体
的に学ぶ態度」を身に付けていくことでしょう。
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